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の
国
立
博
物
館

(上
)
(
下
)

同
三
二
六
境

三
六
-

四
1

頁

三
二
七
競

二
六
-
三
三
頁

日
本
的
展
観
法
に

三
一ロ

r
讃
責
新
聞
｣
(大
阪
)

l
九
六
五
年

1
0
月
七
日

三
九
八

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
東
洋
嬰
ア
ル
ヒ
ー
フ

r
国
書
L
第

1
九
七
壊

三
七
-
四
〇
頁

一
九
六
六
年

一
月

"T
h
e
T
u
n
h
u
a
n
g
M
an
u
sc
rip
ts.
A

G
e
n
e
ra
l
D
e
scrip
tion
"
P

art
t.
Z

t
N
B

V
N

n
o
9･

1
-
三
二
頁

一
九
六
六
年
三
月

ス
タ
イ
ン

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

｢
屑
｣

『
国
書
｣
第

1
九
九
競

三
二
-
三
五
頁

一
九
六
六
年
三
月

ペ
-
オ
蒐
集
中
の
北
親
敦
塵
寓
本

F
誠
資
論
.I
金
第
八

(
P
.
c
h
.
2
)79)
r
登
美
3

1

五
｣ハ
競

1
-
三
六

頁

l
九
六
六
年
三
月

大
谷

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
あ

れ
こ
れ

『
西
域
探
検
全
集
｣
月
報

1

(第
9
巷
)

四
-
六
貢

白
水
社

1
九
六
六

年
五
月

(
硫

謬

)

M
artha
B
o
y
e
r,
蒔
絵
小
箪
笥

(
デ
ン
マ
ー
ク
組
立
博
物
館
蔵
)

r
日
本
美

術
工
登
山
三
三
二
競

八
一
館

l
n
E
)

八
八
-
九
三
頁

1
九
六
六
年
五
月

ペ
-
オ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
復
籍
始
末
記

r
国
書
』
第
二
〇

1
耽

八
-

〓

頁

1
九
｣ハ
六
年
五
月

ハ
ン
ブ
ル
グ
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

｢
国
書
』
第
二
〇
二
競

四
1
七
頁

一
九
六
六
年
六
月

飛
雲
闇
の
背

F
圏
書
し
琴

1〇
四
耽

1
0
-

1
Ii衰

1
九
六
六
年
八
月

(
翻

謬

)

M
alth
a
B
o
y
e
rT
日
本
の
精
蛋
た
ち

r
讃
責
新
聞
LI

九
六
六
年
八
月

l
九
ョ

オ
フ
ェ
-
ア
の
末
帝

r
圃
書
j
節
二
〇
五
競

二
三
-
二
六
真

1
九
六
六
年
九
月

イ
ン
ド
省
圏
書
館
の
ス
タ
イ
ン
収
集
篤
本

r
西
域
探
検
全
集
し
月
報
3

(第
8
巷
)

三

-六
貢

白
水
社

1
九
六
六
年
九
月

二
人
の
ケ
ン
ブ
-

ツ
ジ

･
メ
ン

F
国
書
し
第
二
〇
七
塞

二
〇
-
二
三
頁

1
九
六
｣ハ
年

二

月

文
字
の
生
立
ち

F
日
本
美
術
工
番
』
三
四

一
-
三
四
七
､
三
四
九
-
三
五
九
観



1234567uO)(9)(8)

散
人
の
絵
文
字

綿
々
と
の
封
話

饗
宴
の
背
面

皇
帝
の
文
字

木
簡

･
居
延
筆

政
治
の
文
字

印
章

絹紙
の
出
現

巻
子
本

一
九
六
七
年
二
月
-
六
八
年
八
月

F.日
本
美
術
工
塾
し
三
四

1
故

八
四

-
九
〇
頁

地

階
書

㈹

古
文
書

同
三
四
二
競

同
三
四
三
競

同
三
四
四
境

同
三
四
五
耽

同
三
四
六
戟

同
三
四
七
競

同
三
四
九
耽

同
三
五
〇
耽

同
三
五

1
耽

同
三
五
二
嚢

同
三
四
三
競

五
四
-
五
九
頁

五
六
-
六

一
貢

六
四
-

六
九
頁

五
八
-
六
四
頁

六
二
-
六
七
頁

五
六
ー
六

一
頁

四
六
-
五

t
頁

五
八
-
六
三
五

五
〇
-
五
五
頁

六
四

-
七
〇
頁

六
二
-
六
八
貢

m

シ
カ
ゴ
の
三
つ
の
博
物
館

r
淡
交
』
第
三

一
巻
第

一
競

五
〇
-
五
五
頁

i9

ミ
シ
ガ
ン
大
学
と
ク
-
I
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館

F
淡
交
1
第
三

1
雀
第
二
競

八

八
-
九
二
頁

i5

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ボ
ス
-
ン

『
淡
交
』
第
三

1
巻
第
三
競

九
二
-
九
七
貢

大
阪
文
化
に

″
オ
ア
シ
ス
″
石
演
純
太
郎
先
生
を
い
た
む

r
讃
責
新
聞
j

一
九
六
八
年
二
月

一
二
日

三
つ
の
撃
恩

r
桑
原
隙
威
全
集
｣
-
月
報
六
-
八
五

一
九
六
八
年
1
1月

敦
燈
朋
子
本

『
観
音

経
』

r
墨
美
Jl
一
七
七
祇

英
文
概
要
二
頁
､
本
文
三
-
八
頁
､
団

版

･
秤
文
九
-
E
l四
頁

1
九
六
八
年
三
月

デ
ン
マ
ー
ク
国
立
博
物
館
の
1
日

『l
D

E

』

七
九
競

二
1
-
二
八
真
､
岡
八

1
九
六
八
年
四
月

(講
演
概
要
)

侍
大
な
る
町
人
聾
者
-
石
渡
純
太
郎
と
大

阪
文
化

O
sa
ka

R
o
ta
ry

C
lu
b
W
eek
ly
B
u
lle
tin
.
N
o.
6
891

一
-
二
頁

l
九
六
八
年

四
月
三
〇
日

㈹

折
本

･
耕
子

･
ペ
ン
書
き

同
三
五
四
境

五
八
1
六
四
頁

紬

漢
字
の
周
遺

佃

印
刷
㊤

㈹

不
滅
へ
の
願
い

的
印
刷
⑳
木
版

㈹

印
刷
㊦
活
版

同
三
五
五
耽

同
三
五
六
枕

同
三
五
七
競

同
三
五
八
故

同
三
五
九
戟

六
二
-
六
七
頁

五
八
-
六
三
頁

四
八
-
五
二
頁

三
四
-
三
九
頁

五
八
-
六
四
頁

屑
と
賓

r
圃
書

』
第
二
三
〇
耽

二
八

-
三

l
頁

中
国
北
朝
に
お
け
る

『
勝
撃
経
｣
の
侍
承

(額
表
概
要
)

告
』

1
1
-

1
五
五

一
九
六
八
年

一
〇
月

『
聖
徳
太
子
研
究
合
研
究
報

一
九
六
八
年

1
二
月

第
三
の
こ
よ
み

r
讃
責
新
聞
し

マ
ク
ロ
嬰
合
と
-
ク
ロ
草
食
.
F
讃
責
新
聞
｣

一
九
六
七
年
二
月

1
九
六
七
年
九
月

天
理
周
書
館
へ
の
熱
情

『
D
aik
o
R
u
g
g
e
rl
中
山
正
善
君
追
悼
臨
時
競

九
五
-
九
八

頁
ア
メ
-
カ
の
博
物
館

･
美
術
館
の
ぞ
き

藤
枝

晃
教
授
著
作
目
録

一
九
六
七
年

一
二
月

一
九
六
八
年

一
月
-
三
月

(書
評
)

『
京
都
百
悌
』
鹿
島
研
究
所
出
版
合

F
京
都
新
聞
』

1
九
六
八
年

1
二
月

町
人
聾
者
･石
虞
純
太
郎

r
国
書
し
第
二
三
四
焼

三
〇
-
三
三
頁

1
九
六
九
年
二
月

北
朝
に
お
け
る

｢
勝
翠
経
｣
の
侍
承

『
東
方
学
報
三
月
都
第
四
〇
耕

三
二
五
-
三
四

九
頁

一
九
六
九
年
三
月

中
国
古
鋼
印

･
法
帖
と
拓
本

寧
巣
美
術
館

r
寧
巣
譜
J

九
九
-

一
〇
〇
貢

1
九
六
九
年
四
月

F
勝
輩
経
』
と
そ
の
江
粋
書

角
川
書
店

｢
悌
教
の
思
想
』
月
額
7

六
-
八
頁

一
九
六
九
年
五
月

三
九
九



東

方

学

報

ラ
グ
ビ
I
の
革
命
兄

･
村
山
仁

r
京
都
新
聞
』

〟忘
れ
得
ぬ
人
″

一
九
六
九
年
五
月

(梶
)

r
湖
城
J
(園
田
湖
城
遺
作
展
圏
錬
)

滋
賀
麻
立
琵
琶
湖
文
化
館

三
二
頁

一
九
六
九
年
六
月

寧
染
美
術
館

r
古
美
術
J
l
l六
涜

〟美
術
館
探
訪
″

一
三
三
-

t
三
四
頁

一
九
六
九
年
六
月

園
田
湖
城

｢
墨
美
｣
第

一
九
四
境

t
-
四
四
頁

一
九
六
九
年

一
〇
月

印
人

･
園
田
湖
城

r
国
書
3
第
二
四
四
碗

三
六
-
三
九
頁

1
九
六
九
年

一
二
月

"T

h
e
T
u
n
h
uang
M
a
n
u
sc
rIP
tS.
A
G
e
n
era
l
D
esc
rip
t
io
n
"

P
a

rt
tt.
Z
ZN
B
V
N

no
･

)0･

I
七
-
三
九
頁

1
九
七
〇
年
三
月

楼
蘭
文
書
札
記

r
東
方
学
報
)
京
都
第
四

-
研

一
九
七
-
二
一
五
頁一
九
七
〇
年
三
月

矢
野
先
生
と

｢
昭
和
｣ハ
年
｣

『
東
洋
史
研
究
』
第
二
八
巻
第
四
競

｢
矢
野
仁

一
博
士
追
悼

競
｣

三
〇
-
三
二
五

一
九
七
〇
年
三
月

筆
書
き
の
運
命

『
讃
責
新
聞
』

一
九
七
〇
年
四
月
七
日

元
代
文
化
の
世
界
性

日
本
と
世
界
の
歴
史
十

1
r
十
四
世
紀
』

二
四
〇
1
二
四
五
頁

1
九
七
〇
年
｣ハ
月

ゴ
ア
副
王
書
簡

｢
京
都
新
聞
｣

〝門
外
不
出
″

｢
平
鹿
穿
荷
印
百
遺
し
不
分
巷

(
編

･
序
)

京
都
同
風
印
社

○
○
葉

敦
燈
篤
本
の
研
究

(共
同
研
究
の
う
ど
き
)

『
人
文
』
第

1
耽

ふ
た
り
の
副
所
長

r
へ
る
ぶ
れ
す
)
五
戟

五
-
六
真

数
燈
寓
本
の
研
究

(共
同
研
究
の
う
ど
き
)

｢
人
文
｣
第
二
耽

一
九
七
〇
年
七
月

一
一
日

序

･
目
七
葉
'
印
築

一

一
九
七
〇
年
八
月

1
六
-

1L
七
頁

一
九
七
〇
年
八
月

一
九
七
〇
年

一
二
月

二
八
-
二
九
頁

1
九
七

1
年
三
月

四
〇
〇

族
だ
よ
り

r
人
文
』
第
二
耽

三
五
I
t二
八
頁

1
九
七

1
年
三
月

ベ
イ
-
I
教
授
の
衆
論

『
人
文
』
第
三
耽

1
四
-

1
五
真

一
九
七

l
年
八
月

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
学
生
た
ち

r
以
文
l
第

1
四
洗

1
九
-
二
二
頁
1
九
七

1
年

一
〇
月

『
文
字
の
文
化
史
』

〓
+
二
八
〇
頁

岩
波
書
店

一
九
七

一
年

一
〇
月

神
話
の
尾

r
周
書
』
第
二
六
八
競

l
頁

t
九
七

一
年

二

一月

国
外
と
の
交
流

(共
同
研
究
の
う
ど
き
)

r
人
文
J
第
四
競

三
〇
-
三

1
頁

l
九
七

1
年

一
二
月

ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
便
り

r
人
文
.g
第
四
戟

四

1
-
四
二
頁

-
九
七

一
年

一
二
月

子
閑
の
鼠

r
日
本
美
術
工
垂
』
四
〇
〇
親

二
六
-
三
三
頁

1
九
七
二
年

1
月

書
道

-
こ
の
ふ
し
ぎ
な
要
衝

F
朝
日
新
聞
J
夕
刊

l
九
七
二
年

1
月
t
二
1日

敦
煙
蔦
本
の
編
年
研
究

『
学
術
月
朝
』
第
二
四
巻
第

1
二
競

七
〇
九
-
七

一
三
頁

-
九
七
二
年
三
月

(同
右
複
印

『中
国
関
係
論
説
資
料
』
第
14

競
第
二
分
析

(下
)
2
-
24
頁
)

私
の

〝
日
本
精
神
″

『
国
書
』
第
三
七
四
耽

四
〇
-
四
四
頁

一
九
七
二
年
六
月

合
譲
の
功

r
人
文
j
第
五
競

t
l-
三
頁

1
九
七
二
年
六
月

(書
評
)

『
日
本
人
の
こ
こ
ろ
1
文
化
未
来
嬰
へ
の
試
み
』
梅
樟
忠
夫
ほ
か
薯

『
人
文
』

第
五
競

一
九
頁

一
九
七
二
年
六
月

(
書
評
)

r遼
金
元
入
侍
記
索
引
』
梅
原
郁

･
衣
川
曝
書

r
人
文
』
第
六
競

二
〇
頁

一
九
七
三
年

一月

(
琉

詳

)

テ
ィ
ロ
､
東
端
科
学
ア
カ
デ
､､､I
の
古
代
東
洋
研
究
の
現
状

『
朝
日
新
聞
』

夕
刊

1
九
七
三
年

t
月

l
〇
日

百
五
十
年
前
と
百
年
前

r
固
啓
』
第
二
八
三
耽

三
八
-
四

1
頁

1
九
七
三
年
三
月

京
の
西
陣

r
月
刊
高
層
住
宅
』
七
〇
競
巻
末
折
込

1
九
七
三
年
三
月



(
書
評
)

r
世
界
史
の
中
の
明
治
維
新
山
坂
田
吉
雄

･
吉
田
光
邦
共
著

｢
人
文
』
第
七
耽

一六

頁

一
九
七
三
年
五
月

流
沙
海

西
撃
合
貴

(桑
山
正
進
君
)

r
人
文
]
第
七
競

〟
お
く
り
も
の
″

三
九
頁

1

九
七
三
年
五
月

マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
と
の
格
間

『
毎
日
新
聞
｣

〝
ほ
ん
と
の
出
合
い
″

一
九
七
三
年
六
月

竹
簡

･
木
簡
の
作
り
方

r
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
臨
時
増
刊
究

(中
華
人
民
共
和
国
出
土
文

物
展
)

1
八
-

1
九
頁

1
九
七
三
年
｣ハ
月
二
〇
日

幻
の
宗
派

･
三
階
俳
法

r
三
階
数
の
研
究
し
内
容
見
本

岩
波
書
店

一
九
七
三
年
六
月

(
翻

評

)

T
h
itO
.

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
ア
カ
デ
-
I
に
お
け
る
古
代
東
洋
研
究
の
現
状

r
東
方
撃
｣
第

四
六
輯

横
組
)5
2
-
14
2頁

1
九
七
三
年
七
月

敦
燈
嬰
の
1
韓
磯

F数
痕
秘
籍
留
寅
』
内
容
見
本

臨
川
書
店

I
九
七
三
年
八
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